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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 11,853 7.2 1,875 9.9 1,912 8.6 1,175 △7.3

2025年３月期第３四半期 11,059 3.0 1,706 △3.1 1,762 △7.2 1,268 △12.3

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 1,534百万円（9.4％） 2025年３月期第３四半期 1,402百万円（△17.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 491.04 －

2025年３月期第３四半期 529.96 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 20,205 17,732 86.3

2025年３月期 19,302 16,703 85.0

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 17,440百万円 2025年３月期 16,409百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 100.00 － 110.00 210.00

2026年３月期 － 100.00 －

2026年３月期（予想） 110.00 210.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,100 3.2 2,000 1.9 2,100 △4.0 1,500 △6.7 626.64

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 2,400,000株 2025年３月期 2,400,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 6,345株 2025年３月期 6,264株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 2,393,715株 2025年３月期３Ｑ 2,393,814株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済の動向は、米国においては、関税政策の影響にも関わらず個人消費

や設備投資は底堅く推移した一方、失業率の上昇など労働市場の減速、金融政策の動向や不規則な関税政策など不

確実性が残存する状況でした。

欧州においては、米関税政策の影響を強く受けるものの、駆け込み需要の大きな反動減を避け、実質ＧＤＰ成長

率は底堅く推移しました。

中国においては、外需については米国以外の国・地域向けの輸出により堅調に推移しました。一方、内需につい

ては不動産分野の悪化や政府の経済対策の反動などによる減速感が強まりました。

日本経済においては、鉱工業生産は一進一退の動きながら設備投資は底堅く推移し、個人消費は物価高の影響が

あるものの持ち直し、景気は緩やかな回復を保ちました。

こうした中、当社グループにおいては、拠点のある日本、米国、オランダ、中国、タイのうち、タイを除く各地

域の売上高が対前年同期比で増加となりました。

当第３四半期連結累計期間の連結売上高は11,853百万円（前年同期比793百万円、7.2％増）となりました。売上

高を部門別にみますと、オートモティブ部門は2,649百万円（前年同期比61百万円、2.4％増）、インダストリアル

部門は7,862百万円（前年同期比679百万円、9.5％増）となり、上記部門に属さないサービス部品や修理売上など

のその他の部門の売上高は1,340百万円（前年同期比52百万円、4.1％増）となりました。

利益面では、売上総利益は5,274百万円（前年同期比357百万円、7.3％増）となり、営業利益は1,875百万円（前

年同期比169百万円、9.9％増）、経常利益は1,912百万円（前年同期比150百万円、8.6％増）となりました。特別

損失に相模原工場倉庫棟建築に伴う既存建物解体等による固定資産処分損103百万円、ランサムウェア被害による

システム障害対応費用58百万円の計162百万円を計上しております。この結果、親会社株主に帰属する四半期純利

益は1,175百万円（前年同期比△93百万円、7.3％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は次のとおりであります。

日本における外部顧客に対する売上高は4,697百万円（前年同期比99百万円、2.2％増）、営業利益は540百万円

（前年同期比△25百万円、4.6％減）となりました。米国における外部顧客に対する売上高は4,818百万円（前年同

期比337百万円、7.5％増）、営業利益は864百万円（前年同期比21百万円、2.6％増）となりました。オランダにお

ける外部顧客に対する売上高は1,303百万円（前年同期比237百万円、22.3％増）、営業利益は197百万円（前年同

期比122百万円、163.8％増）となりました。中国における外部顧客に対する売上高は770百万円（前年同期126百万

円、19.6％増）、営業利益は83百万円（前年同期比38百万円、84.4％増）となりました。タイにおける外部顧客に

対する売上高は263百万円（前年同期比△7百万円、2.8％減）、営業利益は61百万円（前年同期比7百万円、13.1％

増）となりました。

また、当第３四半期連結累計期間の連結売上高に占める海外売上高は7,491百万円（前年同期比620百万円、

9.0％増）で、その割合は63.2％（前年同期62.1％、1.1ポイント増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債、純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は20,205百万円となり、前連結会計年度末に比べ903百万円の増

加となりました。これは主に商品及び製品の増加（396百万円）、原材料及び貯蔵品の増加（36百万円）、相模原

工場倉庫棟建築等による建設仮勘定の増加（915百万円）等によるものであります。

　負債合計は2,473百万円となり、前連結会計年度末に比べ126百万円の減少となりました。これは主に１年内返済

予定を含めた長短借入金の減少（△197百万円）、賞与引当金の減少（△165百万円）、電子記録債務の増加（104

百万円）、未払法人税等の増加（46百万円）等によるものであります。

　純資産合計は17,732百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,029百万円の増加となりました。これは主に利益

剰余金の増加（672百万円）、為替換算調整勘定の増加（323百万円）等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は86.3％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は4,048百万円となり、前連結会計年度末に比べ48百

万円の減少となりました。

　当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは1,819百万円の純収入（前年同期は1,119百万円の純収入）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益1,774百万円、売上債権の減少186百万円、仕入債務の増加47百万円等の収入

要因があったことによるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは1,293百万円の純支出（前年同期は518百万円の純支出）となりました。こ

れは主に相模原工場倉庫棟建築等の有形固定資産の取得による1,379百万円等の支出要因があったことによるもの

であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは729百万円の純支出（前年同期は914百万円の純支出）となりました。これ

は主に長期借入金の返済による197百万円、配当金の支払による508百万円等の支出要因があったことによるもので

あります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想については、2025年11月13日の「第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕」で公表いたしまし

た通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,096,635 4,048,618

受取手形、売掛金及び契約資産 1,874,043 1,710,740

電子記録債権 318,318 357,609

商品及び製品 2,905,194 3,301,510

仕掛品 728,734 693,720

原材料及び貯蔵品 911,366 948,217

その他 434,682 338,884

貸倒引当金 △10,553 △11,463

流動資産合計 11,258,422 11,387,837

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,678,447 4,576,795

土地 1,221,447 1,172,921

建設仮勘定 262,889 1,178,056

その他（純額） 732,451 836,349

有形固定資産合計 6,895,236 7,764,123

無形固定資産 460,622 443,946

投資その他の資産 ※ 688,463 ※ 609,948

固定資産合計 8,044,322 8,818,018

資産合計 19,302,745 20,205,856

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 444,758 446,629

電子記録債務 － 104,844

短期借入金 10,000 10,000

１年内返済予定の長期借入金 234,936 117,157

未払法人税等 42,392 88,474

返金負債 9,722 7,222

製品保証引当金 11,077 11,298

賞与引当金 215,200 49,977

未払費用 276,389 266,919

その他 252,910 317,405

流動負債合計 1,497,386 1,419,928

固定負債

長期借入金 684,290 604,187

繰延税金負債 164,246 170,528

退職給付に係る負債 161,953 146,182

役員退職慰労引当金 54,299 55,499

資産除去債務 1,100 1,100

長期未払金 30,020 30,020

その他 6,092 45,931

固定負債合計 1,102,002 1,053,448

負債合計 2,599,388 2,473,377

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 58,187 58,187

利益剰余金 14,796,056 15,468,772

自己株式 △8,753 △9,232

株主資本合計 15,445,489 16,117,727

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 109,183 145,147

為替換算調整勘定 854,752 1,178,077

その他の包括利益累計額合計 963,935 1,323,224

非支配株主持分 293,931 291,526

純資産合計 16,703,356 17,732,478

負債純資産合計 19,302,745 20,205,856
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 11,059,791 11,853,215

売上原価 6,143,094 6,579,122

売上総利益 4,916,697 5,274,092

販売費及び一般管理費 ※１ 3,210,490 ※１ 3,398,281

営業利益 1,706,206 1,875,811

営業外収益

受取利息 20,735 30,787

受取配当金 10,285 11,885

補助金収入 27,501 21,010

負ののれん償却額 3,668 2,445

不動産賃貸料 22,282 26,035

その他 15,348 7,820

営業外収益合計 99,822 99,984

営業外費用

支払利息 1,793 887

減価償却費 2,575 2,575

為替差損 35,731 55,778

その他 3,779 3,606

営業外費用合計 43,880 62,849

経常利益 1,762,148 1,912,946

特別利益

固定資産売却益 1,128 23,216

特別利益合計 1,128 23,216

特別損失

固定資産処分損 701 103,470

システム障害対応費用 － ※２ 58,690

特別損失合計 701 162,160

税金等調整前四半期純利益 1,762,574 1,774,003

法人税、住民税及び事業税 409,776 485,438

法人税等調整額 88,461 113,550

法人税等合計 498,237 598,988

四半期純利益 1,264,336 1,175,014

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△4,294 △386

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,268,630 1,175,400

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 1,264,336 1,175,014

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,307 35,963

為替換算調整勘定 134,374 323,325

その他の包括利益合計 137,681 359,289

四半期包括利益 1,402,018 1,534,303

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,406,312 1,534,689

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,294 △386

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,762,574 1,774,003

減価償却費 462,535 517,559

負ののれん償却額 △3,668 △2,445

固定資産売却損益（△は益） △426 80,253

受取利息及び受取配当金 △31,021 △42,672

補助金収入 △27,501 △21,010

支払利息 1,793 887

売上債権の増減額（△は増加） 290,419 186,241

棚卸資産の増減額（△は増加） △349,147 △222,304

仕入債務の増減額（△は減少） △109,547 47,119

その他 △157,465 △160,120

小計 1,838,544 2,157,511

利息及び配当金の受取額 31,021 42,672

利息の支払額 △1,748 △880

補助金の受取額 27,501 21,010

法人税等の支払額 △775,767 △448,831

法人税等の還付額 － 48,160

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,119,551 1,819,643

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △328,760 △1,379,436

有形固定資産の売却による収入 1,329 106,382

無形固定資産の取得による支出 △206,533 △58,249

投資不動産の賃貸による収入 22,282 26,035

その他 △7,136 11,599

投資活動によるキャッシュ・フロー △518,818 △1,293,667

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000 －

長期借入金の返済による支出 △237,232 △197,882

配当金の支払額 △666,806 △508,948

非支配株主への配当金の支払額 － △2,018

その他 △20,084 △20,750

財務活動によるキャッシュ・フロー △914,123 △729,599

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32,720 155,607

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △346,110 △48,016

現金及び現金同等物の期首残高 4,343,892 4,096,635

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,997,782 4,048,618

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

日本 米国 オランダ 中国 タイ

売上高

オートモティブ 2,499,066 － 35,351 4,923 49,452 2,588,794

インダストリアル 968,791 4,480,734 1,030,139 537,566 165,236 7,182,468

その他 1,129,897 － － 101,633 56,997 1,288,529

顧客との契約から生じる収益 4,597,756 4,480,734 1,065,490 644,124 271,686 11,059,791

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 4,597,756 4,480,734 1,065,490 644,124 271,686 11,059,791

セグメント間の内部売上高又は振替高 3,008,724 109,062 36,357 4,739 － 3,158,883

計 7,606,480 4,589,796 1,101,848 648,863 271,686 14,218,675

セグメント利益 566,333 842,240 74,983 45,106 54,448 1,583,112

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,583,112

セグメント間取引消去 91,977

棚卸資産の調整額 31,116

四半期連結損益計算書の営業利益 1,706,206

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日 至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

日本 米国 オランダ 中国 タイ

売上高

オートモティブ 2,580,710 － 35,035 11,219 22,949 2,649,916

インダストリアル 940,471 4,818,373 1,268,011 657,318 178,229 7,862,404

その他 1,176,305 － － 101,796 62,792 1,340,894

顧客との契約から生じる収益 4,697,488 4,818,373 1,303,047 770,334 263,971 11,853,215

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 4,697,488 4,818,373 1,303,047 770,334 263,971 11,853,215

セグメント間の内部売上高又は振替高 3,143,582 95,488 40,885 － － 3,279,955

計 7,841,070 4,913,862 1,343,932 770,334 263,971 15,133,170

セグメント利益 540,400 864,144 197,795 83,154 61,607 1,747,102

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,747,102

セグメント間取引消去 189,304

棚卸資産の調整額 △60,596

四半期連結損益計算書の営業利益 1,875,811

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日 至　2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前連結会計年度
（2025年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年12月31日）

投資その他の資産 3,000千円 3,000千円

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

　　至  2024年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

　　至  2025年12月31日）

荷造・運賃 100,705千円 101,093千円

広告宣伝費 88,962 77,958

役員・従業員給与手当 1,340,948 1,434,436

賞与手当 194,820 180,895

法定福利費及び福利厚生費 314,690 373,740

賞与引当金繰入額 27,780 24,222

退職給付費用 56,151 50,469

減価償却費 149,186 172,602

支払賃借料 101,409 79,512

支払手数料 266,290 330,297

（四半期連結損益計算書に関する注記）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　※２　システム障害対応費用

　　　　当第３四半期会計期間（自　2025年４月1日　至2025年12月31日）

　　　　　2025年６月24日に発生したランサムウェア被害によるシステム障害に係る諸費用であります。

　　　　　主な内訳は外部専門家による調査費用及びシステム障害の復旧に要した費用等であります。
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